
  

審議１．第２２期委員会活動報告（2019.10～2020.9）（案） 

 

１．総務委員会                 委員長 中辻 剛  

 

１．学会の各委員会の会議等に使用するため、学会会議室を借り上げ、4 月上旬に総務委員

会、理事会を書面にて開催、「会議室の会議室借り上げに関する覚書」、「会議室使用規約」

を策定した。 

２．6月 25 日に総務委員会を開催し、8月 20 日の理事会に議案を提出、審議いただいた。 

 概要は以下のとおり。 

・新設の学会大会委員会運営細則を制定、その他の委員会の運営細則を一部改正、学

会旅費規程を一部改正した。（以上は理事会決裁）。 

・コロナ禍での総会の開催方策について審議した。 

・理事選出のあり方について審議した。 

                 

２．企画委員会              委員長 須見徹太郎              

 

１．企画委員会の開催（7回） 

・第１回：新委員顔合わせ等、第 2回：T19 勉強会の振返り等、第 3回：新型コロナに関

する情報交換等、第 4回：WEB 勉強会の進め方等、第 5回：WEB 勉強会の課題整理等、

第 6回：学会からのメッセージについて、第 7 回：2020 年 7 月豪雨対応、今後の企画

委員会の進め方等、 

２．勉強会・シンポジウムの開催 

・2019.12.09 第 32 回「令和元年台風 19 号への対応、今後の課題」東大 

・2020.04.11 第 33 回「新型コロナウイルスの社会的影響」 WEB 

・2020.04.18 第 34 回「新型コロナウイルスを踏まえた水害時の避難・避難所等 

に係る課題」 WEB 

・2020.09.26 第 35 回「2020 年台風 10号と災害情報」 WEB 

３．その他 

・2019.12.24 日本学術会議公開シンポジウム「令和元年台風第 19号に関する緊急報告

会」で秦副委員長が発表 

・2020.05.15 学会メッセージ「避難に関する提言 新型コロナウイルス感染リスクの

ある今、あらためて災害時の『避難』を考えましょう」を発表 

 



  

３．予算委員会              委員長 岩田 孝仁               

 

１．第 22期中間決算の実施・財産目録の作成  

2020 年 6月メール審議、8月理事会報告  

２．予算の適正執行 

３.第 22 期決算の実施・財産目録作成  

４.第 23 期予算書（案）作成 

４．広報委員会              委員長 福島 隆史   

 

１．ニュースレターの発行 

各地で新たに起きる災害の災害情報に関係する課題を取りあげ、また新たな施策・技

術開発等に留意しながら、引き続き時宜にかなうニュースレターの発行に努める。ま

た、予算の範囲内で各都道府県・政令指定都市にニュースレターを送付し、学会ＰＲ

に努める。 

（１）ニュースレター第 79 号の発行(2019.10)  

特集：情報発信で先手を打つ豪雨対応 

（２）ニュースレター第 80 号の発行(2020.01)  ※拡大 6ページ 

特集：令和元（2019）年台風 19 号 

（３）ニュースレター第 81 号の発行(2020.04) 

特集：阪神･淡路大震災四半世紀 今改めて伝えたいこと 

（４）ニュースレター第 82 号の発行(2020.08) 

特集：災害情報とコロナ禍 

＊82号は緊急事態宣言発令の影響により編集会議を延期、2020 年 8月発行に変更 

２．ホームページの随時更新 

事務局と広報委員の協力を得て、引き続き学会行事等をいち早く案内し、結果報告を

速やかに行う等、ホームページを通じて学会活動の発信を行う。 

 

５．学会誌編集委員会           委員長 金井 昌信              

 

１．「災害情報 No.18-2(電子版)、No.18(冊子)」編集作業 

・2020 年 9 月末に、「災害情報 No.18(冊子)」を会員各位に学会誌を発送 

・学会 HPに、「災害情報 No,18-2(電子版)」の公開、「災害情報 No.18」の紹介文

掲載（現在、作業中） 



  

６．廣井賞等表彰審査委員会         委員長 矢守 克也               

 

１．2020 年度の廣井賞の選考を実施した。内訳は、学術的功績分野（推薦 1 件、受賞決定

1件）、社会的功績分野（推薦 1件、受賞決定 0 件）、特別功績分野（推薦 0件）であ

った。ただし、第 22 回大会（2020 年度）において実施予定だった授賞式及び受賞記

念講演会は、大会がオンライン開催になったこと等を踏まえて延期した。 

２．また、22回大会では、阿部賞・河田賞の選考と授与は実施しないこととした。 

 

７．学会大会委員会            委員長 関谷 直也               

 

１．４月以降、オンラインで３回、大会委員会を実施した。 

 


